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本
院
が
初
代
黒
田
病
院
長
の

も
と
で
開
院
し
た
の
は
昭
和
五

十
一
年
十
一
月
一
日
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
日
は
寒
い
日
で
風

が
強
く
青
空
に
色
と
り
ど
り
の

風
船
が
昇
っ
て
行
く
の
を
見
て

一
種
の
感
慨
を
覚
え
た
も
の
で

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
三
年

間
は
病
院
も
な
く
教
え
る
学
生

も
い
な
い
と
い
う
、
特
殊
な
環

境
に
あ
っ
た
の
で
こ
れ
で
ま
た

臨
床
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
安
堵
感
が
あ
っ
た
。

し
か
し
病
棟
は
西
病
棟
だ
け

で
出
発
し
た
し
外
来
に
し
て
も

ス
タ
ッ
フ
数
の
不
足
や
不
慣
れ

の
た
め
、
最
初
は
不
自
由
が
多

か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
な
ん
と
か

克
服
し
、
文
部
省
に
よ
る
設
備

の
進
行
と
相
ま
っ
て
本
院
は
次

第
に
充
実
の
度
を
加
え
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
歩
み
を
見
る
た

め
に
表
で
開
院
以
来
の
患
者
数

の
動
き
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た

い
。
外
来
患
者
数
は
増
加
の
一

途
で
、
最
近
の
五
年
間
は
五
’

一
○
％
の
伸
び
が
続
い
て
い
る
。

昨
年
度
は
外
来
患
者
数
一
五
八
、

四
七
一
一
名
で
一
日
平
均
五
一
一
一
三

名
で
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
制

約
も
多
い
な
か
で
外
来
の
業
績

が
確
実
に
発
展
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
各
位
の
御
努
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

一
方
、
入
院
患
者
数
は
昭
和

五
十
四
年
度
以
降
ほ
ぼ
十
七
万

人
・
日
で
固
定
、
従
っ
て
病
床
稼

働
率
も
七
八
％
前
後
を
動
か
な
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い
。
こ
の
数
字
は
構
造
的
な
も

の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
今
年
度

の
文
部
省
に
よ
る
稼
働
率
目
標

は
八
二
・
五
％
で
あ
る
。
こ
の

四
・
五
％
の
上
昇
は
一
日
あ
た

り
全
病
院
で
は
二
六
名
、
各
詰

所
あ
た
り
昨
年
よ
り
二
名
の
増

で
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に

各
位
の
一
層
の
努
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
昨

五
十
八
年
度
の
入
院
患
者
総
数

は
四
、
四
○
八
名
で
あ
っ
た
か

ら
一
患
者
あ
た
り
平
均
在
院
日

数
は
三
十
九
日
、
一
病
床
あ
た

り
一
年
間
の
利
用
患
者
数
は
七

・
三
人
で
あ
る
。
欧
米
の
大
学*新患再患の合計数＊＊』受｡１日の入院患者数

３月31日

病
院
で
は
平
均
在
院
日
数
十
一

日
、
病
床
利
用
患
者
数
二
十
八

人
で
あ
る
。
在
院
日
数
が
長
期

に
亘
る
の
は
日
本
独
特
の
現
象

と
思
わ
れ
る
。

病
院
施
設
の
整
備
経
過
に
つ

い
て
い
え
ば
、
表
に
も
付
記
し

た
が
、
開
院
当
時
の
病
床
数
は

三
一
一
○
床
で
五
十
三
年
七
月
以

降
は
じ
め
て
六
○
○
床
と
な
っ

た
。
放
射
線
部
に
Ｃ
Ｔ
診
断
装

置
が
入
っ
た
の
は
五
十
四
年
十

二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
検
査
を
要
す
る
患
者
さ
ん

は
市
内
の
日
赤
病
院
や
赤
平
の

平
岸
病
院
に
ま
で
お
願
い
し
て

い
た
の
が
急
に
便
利
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
器
械
の
価
格
が
数

億
円
も
す
る
と
い
う
の
で
皆
驚

い
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
に
は
特
殊
診

療
棟
と
し
て
集
中
治
療
室
、
人

工
透
析
室
、
救
急
室
が
増
設
さ

れ
た
。
五
十
六
年
に
は
一
階
売

店
の
拡
張
が
あ
り
、
五
十
七
年

に
は
事
務
局
・
旭
仁
会
の
御
英

断
に
よ
っ
て
簡
易
郵
便
局
が
院

内
に
開
設
さ
れ
、
本
院
の
生
活

の
場
と
し
て
の
機
能
が
飛
躍
的

に
充
実
し
た
。
昭
和
五
十
八
年

度
に
は
並
木
教
授
を
編
集
委
員

長
と
し
て
「
病
院
ニ
ュ
ー
ス
」

が
発
足
、
ま
た
患
者
さ
ん
の
声

を
い
た
だ
く
た
め
投
書
箱
を
設

置
し
た
。
外
来
待
合
所
で
は
健

康
教
育
ピ
デ
オ
テ
レ
ビ
が
動
き

出
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
院
は
質
・
量

と
も
に
充
実
し
な
が
ら
こ
の
八

年
間
を
歩
い
て
来
た
が
、
今
後

の
課
題
と
し
て
は
各
科
、
毎
日

診
療
、
特
殊
診
療
施
設
の
利
用

充
実
、
病
理
部
の
整
備
、
看
護

学
校
の
併
設
な
ど
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。
発
足
第
九
年
目

を
迎
え
て
本
院
の
発
展
の
た
め

に
職
員
各
位
の
御
協
力
を
切
望

す
る
次
第
で
あ
る
。

診療状況

年度
＊ 

外来患者数
＊＊ 

入院患者延数 稼働率 備考

5１ 

5２ 

5３ 

5４ 

5５ 

5６ 

5７ 

5８ 

1３，７３８ 
人

6６，１３６ 

9５，５０９ 

120,410 

138,792 

145.154 

150,968 

158,472 

2１，５２２ 
人

9６．６１１ 

148,480 

171,062 

169.880 

1７１，４５２ 

170,809 

1７１６７２ 

4４．５ 
％ 

7５．６ 

7３．７ 

7７．９ 

7７．６ 

7８．３ 

7８．０ 

7８．２ 

51年11月～
52年12月

320床

53年１月～
53年６月

440床

53年７月以降
600床

入院

延患者数 稼働率

外来

廷患者数

９月 1４，８２３ 
人 8２．４ 

％ 
1３，３４１ 

人

1０月 15.144 8１．４ 1４，２２９ 

累計
(５９．４～１０） 104,258 8１．２ 9６．６９７ 
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虚
血
性
心
疾
患
は
冠
動
脈
硬

化
を
主
な
原
因
と
し
、
生
活
や

食
餌
の
欧
米
化
に
伴
い
増
加
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。
中
で
も
代
表
的
な
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
は
、
患
者
の

生
活
に
制
限
や
不
安
を
与
え
る

の
み
で
な
く
、
時
に
は
致
命
的

で
さ
え
あ
る
。
近
年
の
種
々
の

薬
物
の
開
発
は
、
狭
心
症
の
症

状
を
軽
減
し
、
心
筋
梗
塞
の
不

整
脈
死
の
防
止
や
心
不
全
の
改

善
に
役
立
っ
て
き
た
。
し
か
し

冠
動
脈
病
変
を
残
存
さ
せ
て
い

る
面
で
、
未
だ
不
十
分
と
も
い

え
る
。

冠
動
脈
血
流
を
積
極
的
に
改

善
す
る
手
段
と
し
て
、
大
動
脈

Ｉ
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
が
あ
る
。

虚
血
部
心
筋
の
血
流
増
加
に
確

実
な
方
法
で
あ
る
が
、
手
術
死

が
一
～
五
％
と
さ
れ
、
術
後
の

バ
イ
パ
ス
閉
塞
が
一
○
％
前
後

に
お
き
る
と
い
わ
れ
る
。
急
性

心
筋
梗
塞
に
も
試
み
ら
れ
て
い

る
が
、
発
症
か
ら
六
時
間
以
内

の
冠
血
流
の
再
開
が
必
須
で
あ

り
時
間
的
制
約
が
大
き
い
。

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
（
己
①
目
皀
目
①
２
ｍ

百
四
コ
⑪
百
日
ご
ロ
一
○
。
円
◎
冒
色
司
昌

目
、
】
：
一
四
ｍ
ご
Ｉ
経
皮
経
管
的

冠
動
脈
形
成
術
）
は
一
九
七
七

年
グ
ル
ン
ッ
ィ
ヒ
に
よ
り
始
め

ら
れ
た
。
狭
心
症
の
原
因
と
な

る
器
質
的
冠
動
脈
狭
窄
に
対
し
、

最
先
端
医
療
の
紹
介
ｌ
第
一
内
科
ｌ

Ｐ
Ｔ
ｃ
Ａ
し
し
Ｐ
Ｔ
ｃ
Ｒ

冠
動
脈
病
変
の
内
科
的
直
接
治
療

通
例
の
血
管
造
影
と
同
じ
く
経

皮
的
に
挿
入
し
た
カ
テ
ー
テ
ル

を
通
じ
て
、
狭
窄
部
に
直
径
２

～
３
咽
長
さ
２
ｍ
程
度
の
細

い
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
し
、
風
船
様
に
膨
張
し
血
管

内
腔
を
押
し
広
げ
血
管
拡
張
を

計
る
も
の
で
あ
る
。
本
法
の
成

功
率
は
当
初
六
○
％
前
後
と
さ

れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
八
○

％
近
く
ま
で
改
善
さ
れ
、
侵
襲

度
が
少
な
い
こ
と
、
再
狭
窄
に

対
し
て
も
再
施
行
が
容
易
で
あ

る
こ
と
が
有
利
と
さ
れ
て
い
る
。

本
法
に
も
危
険
は
伴
い
、
熟
練

し
た
施
設
で
も
死
亡
率
が
一
％
、

心
筋
梗
塞
発
症
が
四
％
、
緊
急

外
科
的
バ
イ
パ
ス
術
を
要
し
た

例
が
三
％
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。

本
邦
で
は
一
九
八
一
年
頃
よ
り

少
数
の
施
設
で
試
み
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
こ
一
年
で
は
五
○
○

例
以
上
が
施
行
さ
れ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
る
。
近
年
の
成
績
は

外
科
手
術
と
比
べ
て
の
遜
色
は

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら

に
症
例
数
は
増
す
と
考
え
ら
れ

る
ｏＰ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
（
で
の
月
色
冨
己
①
◎
臣
い

す
四
己
切
盲
目
ご
色
一
Ｄ
Ｃ
『
◎
ロ
四
円
昌

円
の
：
冒
一
旨
畳
目
Ｉ
経
皮
経
管

的
冠
動
脈
再
疎
通
術
）
は
一
九

七
九
年
レ
ン
ト
ロ
ッ
プ
に
よ
り

発
表
さ
れ
た
。
急
性
心
筋
梗
塞

初
期
の
冠
動
脈
病
変
に
併
存
す

る
血
栓
に
対
し
、
血
栓
溶
解
剤

（
ウ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ
な
ど
）
を
直

接
冠
動
脈
内
に
注
入
し
、
冠
血

流
の
再
開
を
は
か
る
も
の
で
あ

る
。
本
法
も
梗
塞
発
症
後
の
可

反
的
早
期
、
六
時
間
以
内
に
施

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

手
術
に
比
べ
施
行
は
容
易
で
あ

る
。
心
筋
梗
塞
二
四
時
間
以
内

の
冠
動
脈
開
存
率
が
、
三
○
％

か
ら
八
○
％
に
増
加
す
る
と
の

成
績
が
あ
り
、
急
性
期
の
適
用

に
よ
り
梗
塞
巣
の
縮
小
が
期
待

で
き
る
。
現
在
、
本
法
の
薬
効

評
価
と
静
注
法
と
の
比
較
検
討

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

急
性
期
心
筋
梗
塞
に
対
す
る

治
療
は
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
に
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ

を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心

機
能
の
改
善
に
さ
ら
に
有
利
に

働
く
と
考
え
ら
れ
、
従
来
の
保

存
的
治
療
か
ら
、
よ
り
積
極
的

か
つ
有
効
に
治
療
す
る
上
で
の

試
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
方
法
も
器
材
の
改
良
が

続
け
ら
れ
て
お
り
、
安
全
性
の

向
上
と
と
も
に
、
さ
ら
に
発
展

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
院
で
は
大
学
病
院
の
特
殊

性
、
あ
る
い
は
旭
川
市
内
の
救

急
体
制
な
ど
か
ら
急
性
心
筋
梗

塞
初
期
の
入
院
が
少
な
く
、
本

法
を
施
行
す
る
機
会
に
十
分
め

ぐ
ま
れ
な
い
。
当
科
の
冠
動
脈

造
影
も
関
係
諸
部
門
の
ご
協
力

に
よ
り
順
調
に
稼
働
し
て
お
り
、

関
連
病
院
の
増
加
と
と
も
に
症

例
数
の
増
加
が
期
待
で
き
る
現

況
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
講
師
山
下
裕
久
）

新
薬
紹
介
⑤

組
織
培
養
ウ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ

（
ア
ボ
キ
ナ
ー
ゼ
、
カ
ル

ト
キ
ナ
ー
ゼ
）

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
医
薬
品
分

野
に
お
い
て
も
目
党
し
く
進
歩

し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介

す
る
組
織
培
養
ウ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ

（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｋ
）
は
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
医
薬
品
第
一

号
で
あ
り
ま
す
。
従
来
の
ウ
ロ

キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｕ
Ｋ
）
製
剤
は
成

人
健
康
男
子
の
尿
か
ら
抽
出
・

精
製
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本

剤
は
ヒ
ト
腎
臓
細
胞
で
ウ
ロ
キ

ナ
ー
ゼ
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
に

着
目
し
、
ヒ
ト
腎
細
胞
の
正
常

二
倍
体
細
胞
の
み
を
分
離
し
、

そ
れ
を
組
織
培
養
法
に
よ
っ
て

増
殖
さ
せ
た
後
、
抽
出
・
精
製

さ
れ
た
製
剤
で
す
。
ま
た
本
剤

の
利
点
は
生
物
学
的
不
純
物
の

混
入
が
少
な
く
、
組
成
の
均
一

化
が
は
か
れ
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
。本
剤
は
一
瓶
中
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｋ
六

万
国
際
単
位
（
Ｉ
Ｕ
）
を
含
有

し
て
い
る
。
効
能
・
効
果
は
、

脳
血
栓
症
で
は
発
症
後
五
日
以

内
、
末
梢
動
・
静
脈
閉
塞
症
で

は
発
症
後
十
日
以
内
と
さ
れ
て

い
る
。
な
お
厚
生
省
保
険
局
は

組
織
培
養
型
の
使
用
条
件
の
一

部
緩
和
と
尿
由
来
型
の
適
応
一

部
拡
大
を
九
月
十
二
日
医
療
課

長
名
（
保
文
発
第
八
○
七
号
）

で
通
知
さ
れ
た
。
今
回
Ｔ
Ｃ
Ｕ

Ｋ
の
使
用
上
の
注
意
の
改
訂
に

伴
い
、
脳
内
出
血
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
は
直
ち
に
投
与
中
止
す

る
が
、
そ
の
有
無
に
つ
い
て
は

Ｃ
Ｔ
断
層
撮
影
に
よ
る
確
認
を

原
則
と
す
る
が
、
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
Ｃ
Ｔ
断
層
撮
影

に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
髄
液
検
査
と
臨
床
症
状
の

観
察
に
よ
り
出
血
部
位
が
な
い

と
判
定
で
き
る
場
合
に
限
っ
て

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
確
認
が
な
く
て
も

よ
い
と
さ
れ
た
点
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
尿
由
来
Ｕ
Ｋ
に
つ
い
て
、

①
が
ん
に
対
す
る
制
が
ん
剤
（

マ
イ
ト
マ
イ
シ
ン
Ｃ
）
と
の
併

用
効
果
の
効
能
・
効
果
、
②
眼

科
専
用
の
局
所
注
射
製
剤
二

二
○
Ｉ
Ｕ
ｌ
瓶
）
が
取
扱
い
の

例
外
と
し
て
適
応
拡
大
さ
れ
た
。

し
か
し
使
用
頻
度
の
高
か
っ
た

心
筋
梗
塞
に
関
す
る
効
能
・
効

果
に
つ
い
て
は
例
外
に
入
れ
ら

れ
ず
、
適
応
外
の
ま
ま
と
な
っ

た
。本
剤
の
用
法
・
用
量
は
ｎ
Ｍ

の
生
食
で
用
時
溶
解
し
、
静
脈

内
に
注
射
す
る
。
な
お
生
食
、

ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
に
混
じ
て
点

滴
注
射
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

脳
血
栓
症
に
は
一
日
一
回
六
万

Ｉ
Ｕ
を
約
七
日
間
投
与
、
末
梢

動
・
静
脈
閉
塞
症
に
は
初
期
一

日
量
六
万
～
二
十
四
万
Ｉ
Ｕ
、

以
後
漸
減
し
約
七
日
間
投
与
す

る
。 薬
剤

部

副
作
用
情
報
側

『
点
眼
剤
に
よ
る
全
身
性
副
作
用
』

点
眼
後
、
多
数
の
薬
物
が
全

身
的
に
吸
収
さ
れ
、
ま
れ
に
重

篤
な
全
身
作
用
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

散
瞳
、
毛
様
体
筋
麻
庫
お
よ

び
虹
彩
毛
様
体
血
管
の
透
過
性

冗
進
を
も
た
ら
す
抗
コ
リ
ン
作

働
性
あ
る
い
は
コ
リ
ン
遮
断
性

薬
剤
は
極
め
て
強
力
な
の
で
、

特
に
小
児
で
は
局
所
投
与
で
も

重
篤
な
全
身
作
用
を
生
ず
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
口
渇
、
脈
拍

数
増
加
、
体
温
上
昇
お
よ
び
幻

覚
な
ど
の
全
身
作
用
は
点
眼
液

よ
り
も
眼
軟
膏
の
使
用
に
よ
っ

て
軽
減
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
フ
イ
ゾ
ス
チ
グ
ミ
ン

に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
と
も
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ト
ロ
ピ

ン
は
特
に
小
児
お
よ
び
老
人
で

屈
折
に
用
い
た
時
に
口
渇
、
頻

脈
、
発
熱
お
よ
び
せ
ん
妄
を
引

き
起
し
、
シ
ク
ロ
ペ
ン
ト
レ
ー

ト
で
は
点
眼
後
、
小
児
に
幻
覚

と
発
作
を
生
じ
、
成
人
で
も
同

様
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

シ
ク
ロ
ペ
ン
ト
レ
ー
ト
を
適
用

し
た
未
熟
児
で
は
異
常
な
膨
満
、

嘔
吐
、
無
呼
吸
お
よ
び
イ
レ
ウ

ス
の
報
告
が
あ
る
。
（
次
ペ
ー
ジ
○

な
お
本
剤
は
溶
解
し
た
場
合

時
間
の
経
過
と
と
も
に
力
価
が

低
下
す
る
の
で
、
使
用
直
前
に

溶
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
Ｄ
Ｉ
室
長
竹
本
功
）
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緑内障治療にもちいるβアドレナリン作働性遮断薬であるチモロールは低血圧、徐脈、失神、幻覚、喘息の悪化およびうっ血性心不全を引き起こすことが報告されており、重症筋無力症の患者に投与した場合には重症を構音障害および嚥下困難をきたした報告もある。さらに本剤は低血糖も生じ通常インスリン依存性糖尿病患者で警告となる頻脈を隠します。また頭痛、食欲低下、悪心、疲労および抑うつも報告されている。一方開放隅角緑内障の患者において主に縮瞳を生ずるのに用いるエコチオフェイトなどの抗コリンエステラ１病院案内風景病院の廊下で、患者や見舞いの人から案内を乞われることは、誰しも経験することだろう。最も多いのは、目的の場所は判っているつもりだが、何となく不安で一寸聞いてみようという人である。外来棟から検査部・放射線部にむかう廊下で、老人や子供連れの御婦人に尋ねられたときは、まずこのような質問と思って間違いない。駅や街のなかでも、同じような質問にあうことがある。恐らく、地理不案内の人に共通の不安感なのだろう。一言二言の設明で、
ゼ薬は全身性のコリン作用を生じ、これらは気管支喘息、パーキンソン氏病、消化性潰瘍、胃腸および心不全の臨床経過を悪化させることがある。またピロカルピンなどのコリン作働薬は緑内障の治療に縮瞳剤として用いており、推奨量を用いた場合に少量が全身に吸収されるにすぎないが、悪心や腹痛が生じることがある。高用量では発汗、唾液過多、振せん、徐脈および低血圧が報告されている。フェニレフリンなどの交感神経興奮薬は眼底の検査を容易にしたり、眼内圧の低下のために散瞳を生じるのに用いられており、ｎ％にこにこ顔になる。休日あるいは時間外に、出口が判らなくなって一・二階エレベーター・ホールから東側の廊下で途方にくれた顔の人に出会うことがある。院内で仕事をしている者にとっては、実にばかばかしいような話であるが、御当人はかなり混乱してしまうらしい。来たときは病院二階の正面玄関から入ったものの、帰りは遅くなったので正面玄関はもう閉っている、止むなく一階の時間外玄関へ向ったが、何処だか判らない。あるいは時間外玄関から入ったので自分では判ると思っていたが、帰
フェニレフリンを使用すると、重篤な高血圧、クモ膜下出血、心室性不整脈や心筋梗塞を含めた重篤な全身反応を生じる。これらの作用は二・五％フェニレフリンを使用した時はまれであるといわれている。エピネフリンはまれに失神、ふるえ、発汗、頭痛および高血圧を生じると報告されてい

る
。

点眼剤はまれに危険な全身作用や相互作用を生じることがある。このような作用の発症率はこれらの薬物を比較的高用量投与した小児で高いと考えられている。（ＤＩ室長竹本功）＊＊＊＊ りにエレベーターを降りたところで何となく明るい方へ歩きだし、出口があると思ったが出られない、それではと反対側に向うと行き止りになっている、どうしたらいいだろう、と言うことになるらしい。これは病院の設計と関係があるように思われる。入るときは二階から、出るときは一階からと聞けば誰しも多少は混乱するだろうし、建物は出口の方が明るいのが普通である。このような場合は、出口の見えるところまで案内しないと安心してもらえない。中には患者の名前だけいって、何処に入院して
曰常検査の中から旭川医大病院も開院してから、早くも来年十年目を迎えようとしています。開院当初の整備年度計画時代は別として、一応整備されてから検査部内処理検査項目の変遷は、新規導入項目が数項目に限られているのが実状です。一方、測定法の開発には長足のものがあり、内分泌、モノクロナール抗体を用いた腫瘍マーカー特異蛋白、リンパ球サブセットの検査などは、他の医療機関と同じく外注検査に頼っているのが現状です。しかし、昭和五十八年度の臨床検査件数は百四十いるか尋ねる人がある。こればかりはどうすることも出来ずに、窓口でお聞き下さいという答でお許しいただくことにしている。（小児科奥野晃正）

〈昇任》

放射線科講師竹井秀敏
〈採用》

（汕月１日付）
精神科神経科助手

中川孝範
外科学第一講座助手

大島宏之

皮膚科助手

梶田哲
泌尿器科学講座助手

万余件で全国国立大学病院の検査員一人当りの件数で比較すると、新設医大病院が上位を独占していますが、上位数番目の業務量です。臨床検査の特長は、新
しい検査項目が導入されても〃古い検査“（病院ではこの表現は適当でないが…）も依然として重要なスクリーニング検査として臨床的診断，予後判定価値が大きいからです。ここ十年間でも日常検査の範ちゅうに入ると思われる新しい検査でも、数十項目以上と思われますが、これら増大する検査項目・件数を処理するには自動分析機とシステム化が登場しなければなりません。藤澤真若林昭

眼科助手

藤尾直樹麻酔学講座助手森本典雄
麻酔科助手

平田哲（四月１日付）第二内科助手小竹好裕第二外科助手加藤一哉歯科口腔外科助手〈辞職〉

井形伸弘（ｎ月１日付）精神科神経科助手山下努外科学第一講座助手
池田康一郎

皮膚科助手

筒井眞人
泌尿器科学講座助手

岡村廉晴宮田昌伸

毎日、数千人以上検査を扱う検査センターでは技師は人間アナライザーの部品の｜つでしかないという話も
聞きます。

著名な臨床病理学者が
〃一枚一枚の報告書“と題する講演で、毎日の報告書は宝庫であり、その中からＬ‐ＤＨサブユーラト欠損家系を発見した話を聞き感銘しました。私たちも毎日千枚余の一つ一つ違った報告書を作成していますが、牧野部長、各診療科の諸先生方の御指導で、日常検査の中から一枚一枚の報告書を大事にすることが自己の知識の研鑓の道と思います。（検査部信岡学）耳鼻咽喉科学講座助手

奥出芳博麻酔学講座助手大谷則史川田佳克

手術部助手

堀尾昌司（９月別日付）
内科学第一講座助教授

坂井英一

眼科学講座助教授

高橋正孝（皿月１日付）第二内科助手森川秋月
麻酔科助手

中山一雄歯科口腔外科助手津山建
〈配置換》

（、月剖日付）眼科講師↓眼科学講座講師村上喜三雄（、月１日付）
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去
る
十
月
十
八
日
（
木
）
、
本

院
に
お
い
て
消
防
訓
練
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
旭
川
市
の
秋
の
火

災
予
防
運
動
期
間
中
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
市
消
防
署
の
協

力
を
得
、
本
学
自
衛
消
防
隊
と

旭
川
市
南
消
防
署
（
隊
）
と
の
合

同
訓
練
と
な
り
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
中
で
の
訓
練
は
非
常
に
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

訓
練
に
参
加
い
た
だ
い
た
方

々
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

検
査
部
よ
り
⑤

血
清
検
査
室

ヒ
ト
の
身
体
に
細
菌
や
ウ
ィ

ル
ス
（
抗
原
）
な
ど
が
侵
入
す

る
と
生
体
内
に
細
菌
や
ウ
ィ
ル

ス
な
ど
の
活
性
を
失
わ
せ
る
物

質
（
抗
体
）
が
産
生
さ
れ
る
こ

と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
又
、
時
と
し
て
生
体
内

の
自
己
の
組
織
に
対
し
て
も
抗

体
を
産
生
す
る
場
合
（
自
己
免

疫
性
疾
患
）
も
あ
り
ま
す
。

血
清
検
査
室
で
は
主
に
こ
れ

ら
の
抗
体
や
抗
原
（
ウ
ィ
ル
ス
）

の
検
出
や
特
異
性
蛋
白
、
妊
娠

反
応
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
項
目
数
は
約
二

○
種
類
、
検
査
件
数
は
約
四
万

lJJ1lllij し
た
。

訓
練
の
結
果
は
、
当
初
の
予

想
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
反
面
い
く
つ
か

の
問
題
点
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
各

担
当
の
皆
様
方
と
研
究
し
改
善

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

訓
練
後
の
南
消
防
署
長
か
ら

の
講
評
も
⑪
訓
練
は
真
剣
に
行

い
、
効
果
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
②
で
き
る
だ
け
短
い

時
間
に
患
者
さ
ん
を
全
員
避
難

七
千
余
件
数
（
昭
和
五
十
八
年

度
）
に
達
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
一
名
の
技
師
で
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
実
態
で
す

の
で
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
検
査
を
毎
日
実
施
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
の
で
、
週

二
回
（
Ｈ
Ｂ
抗
原
・
抗
体
、
梅

毒
検
査
な
ど
）
、
三
回
し
か
実

施
で
き
な
い
検
査
項
目
が
出
て

き
ま
す
の
で
、
各
診
療
科
の
要

望
に
充
分
な
対
応
が
出
来
な
い

の
が
現
況
で
す
。

免
疫
血
清
学
的
検
査
は
古
く

は
、
細
菌
・
血
清
検
査
室
と
云

わ
れ
細
菌
検
査
と
同
じ
部
門
で

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
細
菌
検

査
室
と
同
様
に
検
査
方
法
は
、

ほ
と
ん
ど
が
用
手
法
で
、
自
動

会
あ
る
ご
と
に
「
ど
う
す

べ
き
か
」
を
考
え
、
か
つ

実
態
に
即
し
た
訓
練
を
数

多
く
積
み
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
身
に
付

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
消
防

訓
練
を
計
画
実
施
し
て
行

く
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③

非
常
時
に
お
け
る
各
自
の
任
務

（
自
分
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
）
に
つ
い
て
普
段
か

ら
心
が
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
側
指
示
、
命
令
伝
達

等
は
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
等
々
の
内
容
で
私
共
も

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
各
自
が
機

化
は
比
較
的
遅
れ
て
い
ま
す
。

せ
い
ぜ
い
自
動
希
釈
装
置
く
ら

い
の
自
動
器
機
で
す
。
し
か
し
、

最
近
の
検
査
技
術
・
測
定
法
の

め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
り
、
ラ

テ
ッ
ク
ス
に
抗
原
や
抗
体
を
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
ラ
テ
ッ
ク
ス

比
濁
法
や
ロ
ロ
ご
己
の
閂
冒
日
目
・

少
⑩
、
旦
（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
法
、
因
己
昌
目
の

缶
亘
弄
の
」
閂
ヨ
ョ
ニ
コ
Ｃ
ｍ
ｏ
同
す
の
ヨ

シ
、
：
］
（
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
法
の

酵
素
反
応
を
応
用
し
た
測
定
法

が
日
常
検
査
法
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
近
い
将
来

に
生
化
学
検
査
、
血
液
検
査
の

様
に
自
動
化
が
必
須
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
検
査
報
告
書
な
ど
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
は
さ
れ
て

こ
れ
ら
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

多
数
の
皆
様
方
の
参
加
並
び
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
は
、
十
一
月
二
十

六
日
（
月
）
か
ら
十
一
一
月
二
日

（
日
）
ま
で
で
す
。
う
あ
と
で
〃

よ
り
〃
い
ま
〃
が
大
切
火
の
始

末
」

（
会
計
課
）

＊
＊
＊
＊
 

お
り
ま
せ
ん
が
、
来
春
よ
り
実

施
さ
れ
る
予
定
で
、
検
査
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
検
査
報
告
書
作
成

な
ど
の
事
務
的
作
業
の
省
力
化

が
期
待
さ
れ
、
少
し
で
も
診
療

科
の
要
望
に
答
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
血
清
検
査
室
武
田
悟
）

消
防
署
と
の
総
合
訓
練

検査部受付

今
は
昔
、
旅
を
す
る
と
泊
り

は
旅
篭
、
旅
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に

薪
を
買
い
、
米
を
炊
ぐ
。
病
を

得
る
と
世
話
を
す
る
人
と
て
な

く
、
随
分
淋
し
い
思
い
を
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
あ
と
酒
食
も
供
さ
れ
る

専
業
旅
館
が
出
来
て
、
定
宿
を

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
気
の
向

く
ま
ま
、
い
つ
行
こ
う
と
好
み

の
部
屋
が
と
れ
た
。
そ
の
代
り
、

フ
リ
ー
の
泊
り
客
は
折
角
の
良

い
部
屋
を
追
い
出
さ
れ
る
不
愉

快
な
思
い
こ
そ
し
た
が
、
そ
こ

そ
こ
に
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
て
、

夕
飯
の
話
し
相
手
に
も
な
っ
て

く
れ
た
。

今
、
学
会
に
出
る
に
は
半
月

も
前
か
ら
乗
物
、
ホ
テ
ル
を
予

約
し
な
い
と
、
余
程
で
な
け
れ

ば
旅
も
出
来
な
く
な
り
、
定
宿

を
待
つ
こ
と
な
ど
は
夢
と
消
え

た
。
都
会
で
大
規
模
の
ホ
テ
ル

は
部
屋
数
が
千
を
超
え
、
数
百

室
の
も
の
は
普
通
で
あ
る
。
フ

ロ
ン
ト
マ
ン
は
ホ
テ
ル
の
エ
リ

ー
ト
と
云
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
居
る
僅
か
数

人
で
部
屋
を
割
り
当
て
、
鍵
を

渡
す
の
に
五
分
と
待
た
せ
な
い
。

ホ
テ
ル
は
徹
底
し
て
能
率
化
、

省
力
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
旅
館
に
比
べ
る
と
家
庭
的

な
サ
ー
ビ
ス
は
望
む
可
く
も
な

い
が
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
由
で
も

な
い
。

病
院
は
よ
く
ホ
テ
ル
と
比
較

病
院
と
旅
籠
屋

いり病でれは処身思どイっ御い野る員率たり<で能ビ家であ題機給さ
も沢院もが従病理がうしアＩ）意・でが'よ病化が、はの率ス庭ありは能食れ

への山をあ唯業めさ開゜ど、た見幸捉病そ院は、漸旅病化を的る、宿的部る

爵での作る一員るれ封こし病こ箱いえ院れの出まく篭院がすな。目泊に、。
線あ御つ゜のの人てされお人とが病る運ぞ管来だ旅屋の必るサ従的者変清た
科亘覺呑言瘻篝隻菖ｵ(＆総薪書房三篁稽頽李雲liR蜜晉奎ILぞ鶴鰯労
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